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研究成果の概要（和文）：本研究は、日本人高学歴女性の海外就業経験を含むグローバルなキャリア形成のメカ
ニズムを、キャリアの段階的発展という視座から明らかにする。日本人女性のSIEsに焦点を当て、Ⅰ海外就業時
のキャリア形成に影響を与える要因の明確化とコンピテンシーの位置づけ,Ⅱ海外就業帰国者の帰国後のキャリ
ア再構築に影響を与える要因の明確化を行った。結果として、海外就業時のキャリア開発、および帰国後の再適
応とキャリアの再構築について段階的に構成要素を検討した。その過程における、キャリアキャピタルの蓄積と
切下げへの対処などの行動的な側面と、キャリアトランジションを通じてのライフテーマ発見などの意識上の変
化について分析した。

研究成果の概要（英文）：This study clarifies the mechanism of global career development, including 
overseas employment experience, of Japanese highly educated females from the perspective of stepwise
 career development. Focusing on Japanese female SIEs, this study clarifies factors that influence 
career development through overseas employment and the acquisition of competencies, and clarifies 
the factors that influence career reconstruction after their repatriation. Behavioral aspects of the
 process, such as accumulation of career capital and coping with its devaluation, and changes in 
identities, such as discovery of life themes through career transitions, were analyzed.

研究分野： 人的資源管理論、キャリア理論

キーワード： 自発的海外就業者　SIEs　日本人　女性　キャリア・テーマ　キャリア・キャピタル　質的研究

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究を通じて、既存研究の少ない日本人女性の海外就業におけるキャリア開発の実情が明らかになった。同時
に、キャリア開発の理論について、キャリアキャピタルの変動、ネットワークの活用といった行動的な側面の分
析とともに、それらの行動がキャリアテーマとして、個人のキャリアに関する価値意識に結びつけられていくプ
ロセスが明確になった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ−１９、Ｆ−１９−１、Ｚ−１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
経済や企業経営のグローバル化に従って、複数国を舞台とするキャリア形成の在り⽅が模索される中で、欧⽶諸国を中⼼に、⾃発
的海外赴任者（Self-initiated Expatriates: SIEs）の研究が蓄積されている。SIEs とは企業の派遣によらず、⾃⼰の費⽤負担と意思決
定によって海外就業経験を積む、海外就業者である。SIEs は、居住地の海外移動に関する決定と、赴任地での就業と能⼒構築を⾏
う。 
本研究開始後、⽇本でも SIEs に関する研究結果が公開されるようになった（古沢, 2020）。しかしながら、経営学領域での分析⽬標
は、海外進出⽇系企業のグローバルなマネジメント要員の主流でありながら、供給の減少が危ぶまれる AEｓ需要に対して、代替労
働⼒として SIEs が耐えうるか、極⾔すれば信⽤に値するかという視点からのものである。 
なぜ SIEs が海外のそうした就業場所を選択し、適応しようとするのか。また、そのプロセスは本⼈のキャリア開発との関係でどの
ようにとらえられるのか、という労働供給側の視点を⽋いている。そこで本研究ではグローバルなキャリアにかかわる形成開始時
から、帰国後の再適応に関して、主観的な要因と環境要因の相互関係について明らかにすることとした。 
 
２．研究の⽬的 
本研究は、⽇本⼈⾼学歴⼥性の海外就業経験を含むグローバルなキャリア形成の実態とメカニズムを、キャリアの段階的発展とい
う視座から明らかにする。そこで本研究では、⽇本⼈⼥性の SIEs に焦点を当て、以下の問いを明らかにする。 
 
Ⅰ海外就業時のキャリア形成に影響を与える要因の明確化とコンピテンシーの位置づけ 
Ⅱ海外就業帰国者の帰国後のキャリア再構築に影響を与える要因の明確化 
また、研究期間の最後に発展的な課題の予備調査として 
Ⅲ仲間集団における関⼼テーマと発⾔⾏動に関する調査 
を⾏った。 
 
３．研究の⽅法 
課題に対して量的、質的な⼿法を⽤いて調査を⾏い、結果を分析した。 
Ⅰ、Ⅱについては質的な⼿法を主に⽤い、⼀部に対してアンケート調査と量的分析を⾏った。 
 
4.研究の成果 

本研究では、第⼀に、キャリア⾃律に関する要素が QDA の結果明らかになるかを確認する。次に、それらの因⼦とほかの⾏動
の要素との関係や、キャリアの成果として重視される内容を明らかにすることとした。分析の結果、キャリア⾃律⾏動に関して、
以下の諸点が明らかになった。 

第⼀に、⾃律⾏動の因⼦に関して、サンプル全体にみられる因⼦と、個⼈の状況によって差の出る項⽬とが確認された。第⼆に、
個⼈の⾏動の相違、キャリア意識に関係すると思われる⾃⼰志向、価値優先については、キャリアに対する⾏動や感覚を規定する
重要な要素であるものの、その発揮状況については、環境との関係が重要であると明らかになった。 

第三に、価値優先の項⽬には、⾃らのキャリアの核になるスキルや業務領域などに関する希望を、与えられた就業条件とのバラ
ンスで調整する⾏動が⾒られた。 

第四に、⾃⼰志向に基づく決定を可能にする要素として、迅速なリソース調達を可能にするネットワークからの資源動員に関す
る指向性が⾒られた。 

第五に、上記の⾏動は、「やりぬける⾃信と希望の保持」というポジティブな態度と⾏動を維持する意欲と、「ホスト国の環境評
価」という外部環境に対する主観的な評価によって⽀えられている。（以上論⽂①） 
 現地で彼⼥たちが実際に担当する職務の内容を、採⽤企業のタイプとの関係で観察したところ、就業先の企業が⽇経多国籍企業
の現地⼦会社であるか、現地のローカル企業であるかによって、求められる具体的な役割が違うことを⽰した。⼀⽅で、⽇本⼈と
して特性、つまり、⽇本語能⼒、ビジネス慣⾏の知識などを⽤いて、現地の環境との間で橋渡し役を果たすことが指摘された。こ
れは専⾨能⼒のレベルにはかかわりなく、⽇本⼈であることによってマーケットバリューを確保する際に重要なポイントであった。
（以上報告②） 

以上より、海外就業者のキャリア⾃律⾏動は、⼀般的な⾃律⾏動の因⼦と深く関係し、キャリア⾃律⾏動のバリエーションとし
て理解されるものである。同時に、⾃らが持つ価値意識やそれに基づく⾏動という主体側の問題と労働環境（海外居住環境、ビザ
⽅針への評価）の相互作⽤によって決定づけられていくため、海外の就業環境との関連で、構成因⼦に当たる項⽬の強弱が、⼤き
く異なる結果である。その点では、キャリア⾃律を個⼈の特性としてとらえることの限定的な効果を⽰唆する結論となった。 

 



3.2 海外就業者のキャリア・トランジションプロセスについての研究 
 

3.1 の結果より、海外就業者のキャリアについて、環境との関連を含めより⻑いスパンで分析していくために、キャリア・トラン
ジションの概念を援⽤することとした。滞在先現地でのキャリア・トランジションに対して、どのような環境要因がなぜ重要なの
かを明らかにすることとした。 

2019 年度には、キャリア・トランジションをホスト・コミュニティへの適応との関連から検討することとした。その⽬的から、
現地定着期間の⻑くかつ⼀地域で観察されたサンプルとしてハワイでのインタビュー調査結果を選び、分析することとした。2020
年度には台湾のケースを⽤いて、適応の際に重要になる、キャリア・キャピタルの変動に対する状況を観察し、対応⾏動に現地の
環境との間にどのような相互関係がみられるかを明らかにすることとした。 

2019 年度の分析の結果、現地での環境適応の結果としてのキャリアの継続には、ネットワークからの⽀援と、ネットワークの枠
を越えたバウンダリー・スパニングによる新たな価値創出が重要であった。彼⼥たちのキャリア・トランジションプロセスは、⾃
らの価値意識を労働市場での⾏動を通じて、調整させていくプロセスである。国際移動は本来、個⼈的なバリューの追求から始ま
る。留学時の経験や、国際結婚を契機とし、「海外へ移動する決断」をする。現地では、主婦⽣活・⼦育て・再教育などを経ながら、
再度キャリアを構築するため単純な現地での就業を継続し、現地価値への理解を⾝に着けながら、⾃らのサービスを市場へ提供し
ていく。それがうまくいくとき、キャリアの再構築がよりよく進む。提供する価値が⽇本的であったり、提供する顧客が⽇本⼈で
あったりするため、最終的にはバウンダリー・スパナーとして社会的に機能していく。バウンダリー・スパニングのプロセスでは、
本⼈は両⽅の理解に基づいて必要な部分を提供することになる。その結果個⼈のライフスタイルとしてスタートした移動が、より
普遍的な価値を志向することになっている。 

このプロセスにみられるように、キャリア・トランジションはキャリアにおける価値の変化でもある。ライフスタイル移⺠とし
て出てきた移住者が、配偶者、家族などの⽀援を受け、⾃らのワークキャリアに関する意識を変化させ、資格の再取得などを通じ、
⾃⼰の評価も向上させていく。最も成功したところでは、⽇本という⾃らが持つ背景を中⼼に新しいサービスや価値を⽣み出すこ
とによってイノベーションを起こし、⽂化的な貢献や社会的な意義を追求していくことになる可能性がある。⼀⽅で、周囲からの
リソースに⼤きく依存するため、そうした周囲との関係を断ち切った場合には、トランジションの困難を抱えることもあり、現地
での適応が個⼈的なネットワークに依存することの脆弱性も⽰唆することとなった。 
（以上論⽂②） 
 2020 年度、2021 年度には、ネットワークが実際に現地の労働市場において価値のある資源となる条件を明確化するために、キ
ャリア・キャピタルとの関係から検討した。 
 先⾏研究(Simy et al., 2020)によれば、海外就業者の場合、従来持っていたキャリア・キャピタル（スキル、学歴など）が現地で
評価されないという、キャピタル切り下げの問題が起こる。これに対して、これまで検討されている移⺠側の対応は、第⼀に受容、
すなわち切り下げを受け⼊れる必要がある。⼀⽅で、受容ののち対応の⽅法として選択されるのと考えられるのが、リスキリング
（Parutis, 2014）、選択的ポジショニング、フィールドからの退出（Al Ariss, 2010）である。リスキリングとはスキルアップや新し
い資格の取得の⾏動を指し、選択的ポジショニングとは、切り下げの少ないフィールドを選択することであり、起業もこの選択の
中に⼊る。フィールドの退出とは、ホスト国でのキャリアをあきらめたり、ホスト国から退出したりする⾏動である。  

キャリア・トランジションの進展には、この切下げ問題への対応が重要である。2020 年に報告した台湾のケースの分析では、対
応戦略のうち、戦略的ポジションニングはしばしば⽤いられる。リスキリングについては、現地語の取得以外はあまり⽤いられず、
むしろ、⽇本滞在時など過去に蓄積したスキルを、改めて利⽤するなどのケースが⾒いだされた。 

2021 年にキャピタルの切り下げと帰国意思を含む将来展望との関係を明らかにした。将来展望には、現地就業環境に対する適応、
特により良い仕事への移動が重要である。現地就業環境に対する適応について、リスキリングという対応戦略は⽤いることができ
ない状況が観察されたが、⼀⽅でネットワークを⽤いた、選択的ポジショニングが観察された。現地で⾃然発⽣的に形成され、適
応に効果をもたらすネットワークには、同年代の同僚や友⼈からなる親密さのニーズや⽇常的な問題に対応するネットワークと職
場の友⼈やその上司などがもたらす、上位者につながるネットワークがある。これが、キャピタルの切り下げという不利な状況に
陥るフィールドからの脱出に効果があると考えられた。このネットワークを通じて⽇本国内への仕事につながる場合には、より明
確な帰国展望が持てることが指摘された。 
（以上報告⑥、論⽂④） 
 
3.3 海外就業帰国者の帰国後のキャリア再構築とライフテーマ発⾒に関する研究 
 

課題Ⅰの成果を受け、課題Ⅱ 海外就業帰国者の帰国後のキャリア再構築とライフテーマ発⾒に関する研究に進んだ。本研究計
画のテーマは SIEs の段階的キャリア発展のメカニズム解明である。そこで研究計画の後半では、海外就業を終えて帰国した SIEs
がどのようなキャリア発展とその成果物を認識していくのかという点から研究を進めた。 

課題Ⅱの問題設計にあたって、キャリア・トランジションの先⾏研究を、追加調査した。前半で⽐較対象とした AEｓの研究には、



職場への帰任後適応を扱うものはあるが、キャリア・トランジションとの関係から⾔及したものはない。そこで、⽇本におけるキ
ャリア・トランジションうち、アスリート、転職者など、企業内教育投資を受けながらキャリア・キャピタルを開発するのではな
く、⾃⼰責任の投資によってキャピタルを開発、蓄積する⼈材の研究を参照した。また理論的な背景としては、トランジションを
めぐる不安定な環境との関係性に着⽬して、主体的個⼈の環境適応に⾔及しているサビカス(Savickas, 2011)の、キャリア・テーマ
という概念を参照した。 

以上の諸研究から、海外からの帰任者の再適応のプロセスでは、帰国という⼤きな転機を乗り越えながら、仕事⾯、⽣活⾯を含
めた認識や、組織や家族といった関係者との交渉、状況をコントロールする個⼈の⼒量があり、その海外経験を通じた⼒量の形成
や帰国後の適応を通じた能⼒発揮がポイントになると思われた。さらに、個⼈のキャリア・テーマが何らかの形でその⼒量形成や
適応の状況と関連すると考えられるが、仕組みは不明瞭である。そこで本研究では、海外での就業経験者の⽇本労働市場への再参
⼊と再適応のプロセスについて、キャリア・トランジションとして扱い、⼥性の特性と関係づけて述べていく。その中で、海外で
の就業経験が、ライフテーマの導出に関連するプロセスと影響要因を明確にすることを試みた。 

分析の結果、調査対象者は海外からの帰国に伴い、⼤きく分けて 4 つの段階からなるキャリア・トランジションの過程を経て、
次のキャリア段階へと進んでいくことが明らかになった。トランジションの始まりである、｛海外勤務修了の経緯｝の段階では、＜
海外⽣活終了の計画性＞という海外⽣活の終焉が突然外的な要因によって引き起こされるか否かが、＜帰国後の就業環境に対する
⾒込み＞の形成を左右する。こうした⾒込みや計画性は次の段階へ進む準備状況となる。｛帰国後のマッチング｝の段階では、今ま
で働いてきた国外の労働市場を離れ、⽇本の労働市場に再参⼊する活動を始める。＜雇先とのコミュニケーション関係の構築＞を
通じて就職⼝の有無、就職先の状況を確認し、その情報をもとに主に処遇条件からなる＜⾃分のキーワードを重視する会社選び＞、
仕事内容に関する＜海外業務追及の希望をあきらめるか＞という条件が検討される。特に海外経験者の場合、⾃分が海外で苦労し
て積んだ経験をのちの職務に活かすかどうかは、重要な検討課題となる⼀⽅で、その経験から得られたスキルや態度の雇先での評
価を⾃らの＜⽇本での市場価値の評価＞として受け⽌める中で、就職先の確保や配置転換先の希望の確認をし、その後の職場への
適応の⼊り⼝に⽴つ。 ｛帰国後の職場と業務の再適応｝は職場での就業経験を通じて、職場からの反応、⾃らの⼼理状況、職場で
果たしうる役割の獲得からなる、実際の職場への適応の段階である。＜現地と⽇本を⽐較して違和感を感じる＞経験をしつつも、
＜職場での⽀援＞を受けるという、⾃らが海外で得たスキルやノウハウを活かす部分、新しく学習する部分を整理しながら、職場
への＜貢献可能性の発⾒＞をする。 新しい職場での適応に向けた活動の後には｛トランジションの評価とライフテーマへの反映｝
の段階に⾄る。⾃らが経験した＜トランジションの評価＞に基づき、納得がいかない場合は、転職という形で、マッチングの段階
へ戻っていく。⼀⽅で、キャリアへの態度や⽣活⾏動の側⾯では、トランジションの経験を、＜キャリア・ライフテーマへの反映
＞とし、＜パートナーとの関係の成就と関係性の配慮＞をしつつ、⾃らのキャリアの展望を作っていくプロセスが明らかになった。 
（以上論⽂⑤、報告⑤） 
 
3.4 ⼩括 

上記Ⅰ、Ⅱの研究においては、⾃発的に⾃⼰負担で海外赴任をする SIEs を対象にグローバルキャリアの発展段階について明らか
にしてきた。キャリアの発展段階という概念は、もともとキャリア開発に関する議論のうち、スーパーなどの発達論的枠組みによ
っている。その議論では、年齢に応じた発達段階として、社会的役割の変化も含めて、発達の課題が定式化されている。 

SIEs のキャリアの段階的発達の事象は、本研究では、赴任前後のジョブサーチ、就業後の適応、帰国の意思決定、帰国前のジョ
ブサーチ、帰国後の就業と適応、と進む。その中で、帰国前後にそれぞれキャリアの転機と再構築のプロセスがあり、それが帰国
という現象を挟んで繰り返している実態が明らかになった。このプロセスを経ていくうえで、個⼈は年齢との関係、具体的には家
族形成や出産といったライフキャリア上のイベントに対応しつつ、キャリア・キャピタルの開発、蓄積、キャピタルの切り下げへ
の対処⾏動などを主に、周囲との関係、職場と個⼈のネットワークを通じての問題解決を通じて進めていく。またその適応プロセ
スでは、常に環境に対するフィットを判断しつつ、環境側の変化に働きかけるより、⾃らの認識を変化させることで環境に対応し、
あるいはより適応しやすい環境へ移動するという⾏動を⽰してきた。 

本研究が分析対象としてきたキャリア・ヒストリーに関するインタビューからは、ネットワーク内での具体的な発⾔⾏動や相互
作⽤を取り上げることは不可能であった。またその環境の中でどのような適応条件にかかわる調整⾏動を⾏っているかは明確には
なっていない。またこうした課題に対応することは、本研究が主に依拠してきたニューキャリア論と呼ばれる理論では不可能であ
り、ネットワーク理論、あるいは発⾔⾏動をめぐる理論が必要となる。 
 
Ⅲ 仲間集団における関⼼テーマと発⾔⾏動に関する調査 
 研究期間の最後に、上記の認識から今後の発展的課題となる予備調査として、同僚グループによる発⾔⾏動に関する調査を⾏う
こととした。 
 調査の⽬的は、従業員の中で個⼈的な問題を共有するグループはどのような条件下で、上司や周囲への問題調整のための発⾔⾏
動を意図するのか、それが離転職意識などのアウトプットに影響を与えるのかについて明らかにすることである。 
この部分については、2023 年 3 ⽉末に調査を完了し、現在分析中である。調査の結果は 2023 年 7 ⽉に国際学会で報告予定として



いる。 
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